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やまぐち ・やす し

1959年生まれ、神奈川県在住。医師。08年秋

に奥会津で本誌取材班が出会 った、車種混成

3人組サイクリス トのおひとり。04年、「タイ

エッ トにはスポーツ自転車が効果的Jと 、同

じ医師の友人であり、 ト ライアスロンやツー

リングを実践 していた佐藤導直氏にすすめら

れ、 まず、 コナ (KONA)の MTBを 購入c自

転車の楽 しさに目覚めて昼休みにも乗 りたい

と考え、職場に置いてもじゃまにならない小

径車の なかからKHS t F20-Rを選択。同車の

走行1と能の高さを生かし、Mt富 士 ヒルクライ

ムに参加 したり、佐藤氏の友人である嶋田氏

(本特集P74～75登場)と 3人 で、年に数回、

輪行ツーリンクヘ (P100～103のカナタツー

リングルポも併せてお読み ください)。
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